
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

神奈中情報通信 

バス事業者、旅客・貨物輸送事業者が求めるシステムの構築から運用までをサポート！㈱神奈中情報システム 

第５３号 （平成３０年２月） 

㈱神奈中情報システム TEL：0463-22-8849 FAX：0463-22-8815 

■■この「神奈中情報通信」は、私たちと何かのご縁があったかたにのみ、差し上げている通信誌です。■■ 

 

◆福井のお父さんのおかげで◆ 

こんにちは！お世話になっております。神奈中情報システムの 

米山です。今回は私が担当です。よろしくお願いいたします。 

さて、以前、神奈中情報通信３１号で少しだけ触れさせていただき 

ましたが、私には福井に家族ぐるみでお付き合いをしている方がいます。そもそもの

きっかけは大学時代。当時よくつるんでいた仲間が私を含め７人おりまして、その内

１人が福井から出てきていたサカシタヒトシ君でした。本当に皆仲が良く、当時の 

春休みや夏休みはその福井の彼の実家に皆で帰り寝泊まりしてと、親御さんには

大変お世話になっていました。卒業後も、もちろん付き合いはあったのですが、平成

元年、友人が２６歳のとき白血病で亡くなってしまったのです。本当に悲しい事でし

たが、当時、親御さんから「結婚式には絶対行くから」と言われ、平成６年に結婚式

を挙げたときにご両親にお仲人さんをお願いした経緯もあり、ずっと家族ぐるみで 

お付き合いが続いているのですが、今年に入って訃報が届きました。 

お世話になっていた福井のお父さんが、亡くなられてしまったのです。葬儀は  

１１、１２日に行われるとのことで、当時、仲が良かったメンバーに連絡を取り、都合

が付いた都内在住のスガハラ君と２人で福井に行くことになりました。 

当日、小田原駅からスガハラ君と合流し、訃報ではありましたが、久しぶりに会う

同級生と昔話や近況の話をしながら米原経由で３時間、あっという間に福井到着。 

タクシーで斎場に向かい、お通夜に参列。最近の葬儀はいろいろと工夫があり、

お別れのお写真がいくつも映し出されたのですが、その中に３０年前に亡くなった  

友人の元気だったときの姿があり、それを見た瞬間、泣くまいと思っ

ていたのに、私とスガハラ君は号泣・・・。翌日の告別式でもまた、 

思い出の写真が映し出され、また元気な友人の姿がそこにあり、また

も号泣・・・。ずいぶん涙もろくなりました・・・。（２枚目へ→） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【発行元】  

バス事業者、旅客・貨物輸送事業者が求めるシステムの構築から運用までをサポート！ 

株式会社神奈中情報システム  

〒２５４－０８１１ 神奈川県平塚市八重咲町７番３５号 

TEL：０４６３－２２－８８４９ FAX：０４６３－２２－８８１５ 

発行責任者：神奈中情報システム  

■この通信がご不要の方は１枚目をそのままＦＡＸしてくださいますようよろしくお願いいたします■ 

（続き→） その後、お食事の席にも参加させていただき、当日は（この冬最大の 

寒波で）大雪ということもあり、友人のお姉さんから「こんな雪だから早めに帰った

ほうがいいよ」と言われ、福井駅までタクシーで向かいました。 

その日は、あの信越線が雪で１５時間立ち往生した日で、雪が本当にすごく、 

実は、私たちが乗ろうと思っていた北陸本線もまた運休状態でした。タクシーで駅に

向かいながらスマホで確認すると、やはり動いていません。 

１４時前に福井駅に到着し駅員さんに確認をしてみると、動き出すのは１７時半

の見込みとのこと。他に何か方法はないかと思ってスマホで検索をしてみると、  

“迂回路”が出てきました。福井駅から名古屋駅に高速バスが走っていたのです。

その案内所に向かうと、雪で通行止めの区間は一般道を走るけれど名古屋までは

行けると。通常３時間のところ３時間４５分かかるけど行けるとわかり、次のバスの

出発時刻を確認すると、なんと５分後！スガハラ君と顔を見合わせ「とにかく乗る

か！」と言って、急いでチケットを買って乗車。 

高速バスで名古屋まで行くことができ、名古屋に詳しいスガハラ君の案内で、 

名古屋コーチンを食べて、ひかりに乗って帰路につきました。 

わずか１．５日のことではありましたが、亡くなった福井のお父さんのご冥福を 

祈りながら、同級生との濃く充実した時間を過ごせたのも、お父さんのおかげと、 

感謝しないとなぁと思いました。 

◆発行者コラム◆ 

今回もまた、最後までお読みいただきどうもありがとうございます。同級生たちと

連絡を取ったのを機に、さっそく３月にプチ同窓会をすることになりました。６０歳に

近づくにつれ、若い頃の友人との縁が戻ってきたことを実感しております（笑）。米山 

大森 米山 


